
第６章

本計画の目標値



第６章 本計画の目標値

第６章 本計画の目標値
１ 地域共生社会実現のための地域包括ケアシステム推進体制の強化

年度 元年度 年度
見込み 年度 年度 年度

個別ケア会議実施回数 回

圏域地域ケア会議実施回数
回
自立支援型地域ケア
個別会議実施回数 回 ７ ７

２ 在宅医療・介護連携の推進
年度 元年度 年度

見込み 年度 年度 年度

三条ひめさゆりネット登録者
数 人
三条ひめさゆりネット導入機
関数 件
医師、訪問看護師等の医療
職と連絡を取り合うｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ
の割合 ％

ー ー ー ー

ｹｱﾏﾈｼ゙ ｬー 又は地域包括支援セン
ターと連絡を取り合う診療所数 ー ー ー ー

意思決定支援研修会を受講
したｹｱﾏﾈｼﾞｬｰの割合 ％ ー ー

介護が必要となったときのこを
家族や周囲と話し合っている
高齢者の割合 ％

ー ー ー ー 増加

年度 元年度 年度
見込み 年度 年度 年度

集いの場の数（か所）

地域の見守り体制が整備され
ている自治会数 か所） －

見守り活動をする人の数が旧
小学校区単位で２人以上確
保されている地区数 地区

－ ７

３ 生活支援体制の整備
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４ 自立支援・重度化防止及び介護予防の推進
年度 元年度 年度

見込み 年度 年度 年度

社会参画活動を行っている人
の割合（％） （ 調査） ー

セカンドライフ応援ステーション
登録者数 人
セカンドライフ応援ステーション
マッチング件数 件
要介護・要支援認定者の状態
の改善率（％）
要介護・要支援認定者の状態
の悪化率（％）

５ 認知症施策の推進
年度 元年度 年度

見込み 年度 年度 年度

認知症に関する市の取組として
地域包括支援センターを知って
いる市民の割合 ％

ー ー ー ー 増加

ケアマネジャー又は地域包括支
援センターと連絡を取り合う診
療所数（か所）

ー ー ー ー

認知症に関する研修を実施し
ている事業所の割合 ％ ー ー ー ー

認知症の人や家族に対し支援
できる人の割合 ％
①地域での見守りや声掛け
②徘徊高齢者等を見付けた場合の保護

ー ー ①
② ー ー 増加

小中学校のサポーター養成講
座実施校数 校 ５ ４

介護者で認知症カフェを知って
いる人の割合 ％ ー ー ー ー 増加

年度 元年度 年度
見込み 年度 年度 年度

権利擁護研修会を受講したケ
アマネジャーの割合 ％ ー

介護が必要となったときのことを
家族や周囲と話し合っている高
齢者の割合 ％）

ー ー ー ー 増加

認知症に関する市の取組として
地域包括支援センターを知って
いる市民の割合 ％）

ー ー ー ー 増加

６ 権利擁護の推進
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７ 安定した介護保険サービスの充実

８ 関連施設の定員数等
年度 元年度 年度

見込み 年度 年度 年度

有料老人ホーム（人）

サービス付き高齢者向け住宅
（人）

ケアハウス（人）

養護老人ホーム（人）

年度 元年度 年度
見込み 年度 年度 年度

紙おむつ購入費助成事業
人

寝具乾燥等事業 人

訪問理美容サービス助成事
業 人

介護手当支給事業 人

高齢者生活支援事業 人
（福祉電話）
高齢者生活支援事業 人
（緊急通報装置）
高齢者住宅整備補助事業
人

住宅改修支援事業 人
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